


従
来
、
旧
矢
本
町
の
夏
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
航
空
自
衛
隊

松
島
基
地
の
航
空
祭
と
同
時
開
催

さ
れ
て
き
た
夏
ま
つ
り
。
今
年
か

ら
東
松
島
夏
ま
つ
り
と
改
名
さ
れ
、

ま
つ
り
が
誕
生
し
て
以
来
、
初
と

な
る
単
独
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

赤
井
小
学
校
児
童
に
よ
る
元
気

の
良
い「
赤
井
い
ぶ
き
太
鼓
」で
幕

を
開
け
た
ま
つ
り
で
は
、
航
空
自

衛
隊
松
島
基
地
所
属
の
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
Jr.
を
先
頭
に
、
市
内
４

小
学
校
の
児
童
に
よ
る
音
楽
パ
レ

ー
ド
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
行

進
。
そ
の
後
、
か
わ
い
い
子
ど
も

み
こ
し
が「
わ
っ
し
ょ
い
わ
っ
し

ょ
い
」の
掛
け
声
を
と
と
も
に
、

会
場
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

沿
道
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
家

族
が
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

片
手
に
、
盛
ん
に
声
援
を
送
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

真
夏
の
太
陽
が
西
に
傾
く
こ
ろ
、

「
ヤ
ッ
く
ん
ヤ
ヤ
ヤ
踊
り
」が
ス
タ

ー
ト
。
音
頭
の
部
に
３
チ
ー
ム
、

サ
ン
バ
の
部
に
は
４
チ
ー
ム
が
登

場
し
、
練
習
の
成
果
が
伺
わ
れ
る

見
事
な
踊
り
に
、
観
客
か
ら
盛
ん

な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ

た
の
は
、勇
壮
な「
八
鷹
み
こ
し
」。

２
基
の
萬ば

ん

灯ど
う

み
こ
し
を
担
い
だ
威

勢
の
良
い
男
た
ち
が
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
を
練
り
歩
き
、
会
場
は
こ

の
日
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。

ま
つ
り
に
訪
れ
た
観
客
は
約
３

万
人
。
浴
衣
姿
の
若
者
や
多
く
の

家
族
連
れ
が
、
東
松
島
の
熱
い
１

日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

２広報東松島　９月号

▲威勢の良い男達の掛け声が響き渡る（八鷹みこし）
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土
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J 
R
矢
本
駅
前
大
町
商
店
街（
旧
国
道
４５
号
）を
会
場
に
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第
１
回
東
松
島
夏
ま
つ
り（
同
実
行
委
員
会
・
東
松
島
市
共
催
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開
催
さ
れ
ま 

し
た
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市
内
外
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多
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観
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盛
り
上
が
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を
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た
真
夏
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祭
典
の
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せ
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す
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踊
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踊
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踊
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踊
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踊
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３ 広報東松島　９月号

▲着物に音頭、日本の夏は踊りの夏

▲暑い日はカキ氷に限るよね～ ▲夏はやっぱ浴衣でしょ～

▼蔵しっくパークでは、開館１周年イベントが

行われました。写真は｢和
わ

打
だ

茅
ち

の会｣の皆さん
による和太鼓演奏 ▲ヤッくんサンバのリズムにのって

軽快なステップ

▲強い日差しの中、音楽パレード行進中

▼屋台が立ち並ぶメインストリートに約3万人が訪れました

第１回東松島夏まつり開催 第１回東松島夏まつり開催 



４広報東松島　９月号

7
月
下
旬
か
ら
8
月
初
旬
に
か
け
て
、
大
韓
民
国
の
ソ
ウ
ル
市
に
あ
る
大
林
初

等
学
校
や
文
英
女
子
中
学
校
、ま
た
北
海
道
の
更
別
村
と
の
交
流
事
業
が
行
わ
れ
、

市
内
の
小
中
学
生
、
合
わ
せ
て
５０
人
が
各
交
流
先
の
子
ど
も
た
ち
と
友
好
を
深
め

ま
し
た
。

▲ ｢ハナ・トゥル・セッ・キムチ!!｣韓国版ハイチーズです(蚕
チャム

室
ツル

)

▲ロッテワールドで大はしゃぎ ▲すっかり仲良し(民俗資料館)

言言
葉葉
のの
壁壁
をを
越越
ええ
たた
友友
情情

〜
大
林
初
等
学
校
相
互
交
流
事
業
〜

７
月
２５
日
か
ら
２９
日
に
か
け
て

行
わ
れ
た
大
林
初
等
学
校
と
の
相

互
交
流
事
業（
東
松
島
市
主
催
、

東
松
島
日
韓
友
好
協
会
主
管
）も
、

今
年
で
１３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
は
、
昨
年
旧
矢
本

町
に
お
い
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ（
受

入
）交
流
を
し
た
小
中
学
生
１５
人

が
韓
国
ソ
ウ
ル
市
を
訪
問
。
大
林

初
等
学
校
の
児
童
と
喜
び
の
再
会

を
果
た
し
ま
し
た
。

滞
在
期
間
中
、
子
ど
も
た
ち
は

訪
問
先
の
各
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
民
俗
資
料
館
の
見

学
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
満
喫
。

初
め
て
の
外
国
の
地
に
不
安
を

抱
い
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
次

第
に
打
ち
解
け
、
お
別
れ
会
で
は

「
よ
さ
こ
い
」を
披
露
し
た
り
民
族

衣
装
を
着
せ
て
も
ら
っ
た
り
と
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
別
れ
の
時
に
は
再
会
を

誓
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

去
年
の
交
流
で
友
達
に
な
っ

た
黄フ

ァ
ン

仁イ

英ニ
ョ
ン

ち
ゃ
ん
と
１
年
ぶ
り

に
会
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
家
庭
の
日
に
は

彼
女
の
お
父
さ
ん
に
遊
園
地
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
手
紙
の
交
換
を
続

け
て
、
今
度
は
家
族
と
一
緒
に

彼
女
に
会
い
に
行
き
た
い
で
す
。

ず
っ
と
お
友
達
で
い
た
い
で
す

石森千
ち

裕
ひろ

さん
(赤井小5年)

3
つ
の
交
流
事
業
実
施

真
夏
に
広
が
っ
た
交
流
の
輪 
真
夏
に
広
が
っ
た
交
流
の
輪 



５ 広報東松島　９月号

友情を友情を培培
つちか

ったった55日間日間
～文英女子中学校相互交流事業～

今
年
で
１１
年
目
を
迎
え
た
文
英

女
子
中
学
校
と
の
相
互
交
流
事
業

（
東
松
島
日
韓
友
好
協
会
主
催
）。

７
月
２８
日
か
ら
８
月
１
日
に
か
け

て
行
わ
れ
た
今
回
は
、
文
英
女
子

中
学
校
の
生
徒
８
人
が
東
松
島
市

を
訪
れ
、
市
内
か
ら
参
加
し
た
中

学
生
８
人
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
交
流
を
し
ま
し
た
。

５
日
間
の
交
流
期
間
中
、
生
徒

た
ち
は
文
化
体
験
学
習
や
松
島
観

光
を
満
喫
。
交
流
２
日
目
に
は
そ

ば
打
ち
を
体
験
し
、
生
徒
た
ち
は

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
苦
労
し
な
が

ら
も
力
を
合
わ
せ
て
そ
ば
を
作
り

上
げ
、
で
き
た
て
を
味
わ
い
ま
し

た
。生

徒
た
ち
は
期
間
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
友

情
を
培
い
、
最
終
日
の
お
別
れ
式

で
は
別
れ
を
惜
し
み
、
涙
を
流
す

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

文
化
の
違
い
を
知
り
、
韓
国

語
を
学
び
た
い
と
思
い
参
加
し

ま
し
た
。
お
友
達
に
な
っ
た
金キ

ム

ナ

ナ

さ
ん
は
積
極
的
で
明
る
く
、

優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
日
目
に
見
学
し
た
七
夕
館

で
は
、一
緒
に
願
い
事
を
書
き
、

同
じ
場
所
に
つ
る
し
ま
し
た
。

次
の
交
流
は
今
年
の
冬
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
韓
国
語
を
も

っ
と
勉
強
し
て
、
今
回
以
上
に

思
い
切
り
楽
し
み
た
い
で
す
。

再
会
が
と
て
も
楽
し
み高橋奎

け

衣
い

さん
(鳴瀬二中1年)

「
は
じ
め
ま
し
て
」2
人
と
も
緊
張
ぎ
み
で
す

北の大地で心の交流北の大地で心の交流
～“海と大地”子どもふれあい交流事業～

平
成
３
年
か
ら
始
ま
っ
た「
海

と
大
地
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
交
流
」

事
業（
同
実
行
委
員
会
、
更
別
村

ど
ん
ぐ
り
子
ど
も
交
流
委
員
会
、

東
松
島
市
、
更
別
村
、
東
松
島

市
･
更
別
村
教
育
委
員
会
主
催
）

も
今
年
で
１５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

交
流
に
は
、
東
松
島
市
と
更
別

村
の
小
学
５
、
６
年
の
児
童
５４
人

が
参
加
。
こ
の
う
ち
６
年
生
は
昨

年
、旧
矢
本
町
で
交
流
し
て
お
り
、

１
年
ぶ
り
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。

滞
在
期
間
中
、
子
ど
も
た
ち
は

共
同
合
宿
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

な
が
ら
芋
掘
り
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
、
農
場
見
学
な
ど
を
体
験
。
大

自
然
の
中
で
、
心
と
心
の
触
れ
合

い
を
通
し
て
友
情
を
深
め
ま
し
た
。

初
対
面
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

も
交
流
の
中
、
次
第
に
打
ち
解
け

合
い
、
４
日
目
に
行
わ
れ
た
お
別

れ
式
で
は
１
年
後
の
東
松
島
市
で

の
再
会
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

去
年
、
私
の
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
た
上
田
有
希
ち
ゃ
ん

と
１
年
ぶ
り
に
会
え
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
更
別

村
で
は
、
運
動
会
の
早
食
い
競

争
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

有
希
ち
ゃ
ん
と
は
、
手
紙
な

ど
で
い
つ
ま
で
も
交
流
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

更
別
は
と
て
も
暑
か
っ
た
で
す

相澤 ちか
相澤ちかさん

さん
(大曲小6年)

力
を
合
わ
せ
て
そ
ば
打
ち
体
験

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
大
き
い
で
し
ょ

「
み
ん
な
全
部
飲
み
ま
し
た
〜
」（
早
食
い
競
争
）



６広報東松島　９月号

「City ViewCity View」では市のでは市のイベンベントや地域の話題を皆さんにお届けや地域の話題を皆さんにお届けします 「City View」では市のイベントや地域の話題を皆さんにお届けします 

8月16日(火)、鳴瀬川河川敷などを会場に東松島市鳴瀬流
灯花火大会(同流灯保存会主催)が行われました。
この日の午前中に発生した地震の影響により、開催が危ぶ

まれましたが予定通り実施。日中は小野町通りをメイン会場
にパレードが開催され、小野小学校の児童70人を先頭に、
幼稚園児・小学生による子どもみこしや子供会育成会の山

だ

車
し

などがメインストリートを行進しました。
夏の日差しが西の空に沈むころ、鳴瀬川では灯籠流しが行

われました。これは、先祖代々の霊などを供養するために毎
年実施されているもの。鳴瀬川の水面に800個の灯籠が浮か
べられると、その様子を眺めながら、手を合わせる人々の姿
が見られました。
夜になると花火大会がスタート。会場となった鳴瀬川河川

敷では多くの出店が立ち並ぶ中、始めに歌謡舞踊ショーなど
のステージイベントが行われました。その後、花火の打ち上
げを開始。会場に詰め掛けた約１万人の観客は、夏の夜空を
彩る色とりどりの花火が打ち上げられると、大きな歓声を上
げていました。

夜夜空空のの大大輪輪のの花花にに歓歓声声

▲会場は多くの人々でにぎわいました

▲祭のフィナーレ、スターマイン

▲花火まだかな～



７ 広報東松島　９月号

矢
本
中
央
幼
稚
園
と
大
曲
幼
稚

園
の
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
7
月

２０
日
に
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
園
の
交
流
と
親
子
で
音
楽
に

親
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
両
幼
稚

園
児
１４９
名
が
元
気
な
歌
声
を
披
露

し
ま
し
た
。

元元
気気
なな
歌歌
声声
がが
響響
きき
渡渡
るる

第
1
回
分
館
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

が
7
月
２７
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
分
館
役
員
の
知
識

向
上
と
情
報
の
習
得
を
目
指
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
。
関
係
者
１０８
人

が
参
加
し
、
分
館
活
動
に
対
す
る

意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

分分
館館
活活
動動
はは
まま
ちち
づづ
くく
りり
のの
基基
礎礎

8
月
3
日
、市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
北
上
運
河
で
の
カ
ヌ
ー

体
験
を
通
じ
て
、
環
境
に
つ
い
て

考
え
る
講
座
に
は
２２
人
が
参
加
。

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
そ
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

環環
境境
保保
全全
へへ
のの
意意
気気
込込
みみ
新新
たた
にに

野蒜海水浴場を会場に、8月6日(土)、7日(日)の両日、第1
回東松島市長杯奥松島ビーチバレー大会2005ＳＶＣ野蒜カ
ップ(ＳＶＣ主催)が開催されました。
東松島市となって初めてとなる今回の大会には男子の部

32チーム、女子の部20チームがエントリー。初日に予選リ
ーグ、2日目に決勝トーナメント(敗者復活戦方式)が行われ
ました。
2日間とも真夏日となった今回の大会では、初日から強い

太陽の日差しの中、選手たちはキャップやサングラスで日差
しを遮りながら試合に臨んでいました。
今回、熱戦の中で優勝したのは、男子の部が市川裕二・佐
藤亘チーム、女子の部が板橋麻衣子・狐塚洋子チーム。
ビーチで熱戦を楽しむ海水浴客も多く、コートでプレーす
る選手は、声援を力に変えてボールを追っていました。

▲目を見張るようなプレーが続出しました

▲引き込まれるような演奏を披露した、バヤラトさん

真真夏夏ののビビーーチチででアアタタッックク！！

五人講演会パート3(同実行委員会主催)が、8月10日(水)に
東松島市コミュ二ティセンターを会場に開催されました。
今回講演を行ったのは、馬頭琴奏者のアナンディンバヤラ
トさん。｢モンゴルの大自然を語る・奏でる｣のタイトルどお
り、馬頭琴(モンゴルを代表する民族楽器で、馬の頭の彫り
物があり、弦の材質は馬のしっぽでできている楽器)を使っ
て演奏をしました。
バヤラトさんが演奏を始めると、会場は馬頭琴の時に力強
く、そして、どこか懐かしいような音色に包まれました。
また、バヤラトさんは馬頭琴ができた由来といわれる物語、

“スーホと白い馬”の朗読に合わせて演奏。馬の走るシーンを、
臨場感と迫力を持って表現しました。
会場を訪れた聴衆は、馬頭琴の音色に魅了されていました。

大大自自然然をを奏奏ででるる馬馬頭頭琴琴
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○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

１
、
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
中
を
良

く
す
す
い
で
出
す
＝
集
積
所
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
汚
れ
、
臭

い
発
生
防
止
に
＝

2
、
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
、
は
が
し

た
ラ
ベ
ル
と
、
外
し
た
キ
ャ
ッ
プ

は
可
燃
ご
み
に
＝
今
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル

に
点
線
が
入
っ
て
お
り
、
非
常
に

は
が
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ラ
ベ
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
キ
ャ
ッ
プ
は
共
に
可
燃
ご
み
と

し
て
指
定
の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

生活環境課から発信　Vol.５ 

環
境
衛
生
係
か
ら

不
法
投
棄
は
犯
罪
行
為
で
す
！

今
月
９
月
は
、
不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間
で
す
。

日
常
生
活
か
ら
出
る
廃
棄
物
が

一
部
の
心
な
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
、

人
目
に
付
き
に
く
い
山
間
や
河
川

な
ど
に
不
法
投
棄
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
不
法
行
為
は
郷
土

の
自
然
環
境
や
快
適
な
生
活
環
境

の
破
壊
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
東

松
島
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
未
然
に

防
止
す
る
為
の
呼
び
掛
け
や
看
板

設
置
を
実
施
。
ま
た
巡
回
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
行
い
、
不
法
投
棄
の

早
期
発
見
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
水
と
緑
の
美
し
い
東
松
島

市
を
子
ど
も
た
ち
へ
残
す
た
め
、

ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
正
し
い
処
理
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
不
法
投
棄

は「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
許
さ

な
い
」を
合
言
葉
に
、
一
人
ひ
と

り
の
心
掛
け
で
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

違
反
し
た
場
合
に
は
、
５
年
以

下
の
懲
役
や
、
１
千
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

き
ち
ん
と
飼
い
ま
し
ょ
う
！

今
月
は
、
猫
に
つ
い
て
で
す
。

猫
は
本
来
、
気
ま
ま
な
個
人
主

義
の
動
物
で
す
が
、
ペ
ッ
ト
と
し

て
飼
う
場
合
、注
意
が
必
要
で
す
。

去
勢
に
よ
り
、『
鳴
声
被
害
』『
産

落
と
し
被
害
』な
ど
を
防
ぎ
、
ト
イ

レ
の
し
つ
け
で
、
あ
ち
こ
ち
に『
フ

ン
』を
す
る
の
も
防
げ
ま
す
。
特

に
住
宅
地
で
飼
う
場
合
は
、
近
所

の
住
宅
へ
の
侵
入
や
、『
フ
ン
害
』

『
鳴
声
被
害
』へ
の
気
配
り
が
必
要

で
、
近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
楽
し
く
ペ

ッ
ト
と
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

〜
第
3
回
〜

今
回
の「
廃
棄
物
対
策
係
か
ら
」

は
、
第
１
回
目（
チ
ラ
シ
に
よ
る

広
報
）、
第
２
回
目（
広
報
東
松
島

８
月
号
）に
ひ
き
続
き
、
第
３
回

と
し
て「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し

方
に
つ
い
て
」を
、
確
認
の
意
味

も
込
め
て
、
再
度
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

3
、
つ
ぶ
し
て
出
す
＝
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
が
収
集
ネ
ッ
ト
に
た
く
さ
ん

入
る
よ
う
に
、
足
や
手
で
つ
ぶ
し

て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

4
、
完
了
＝
あ
と
は
収
集
業
者
が

収
集
ネ
ッ
ト
を
新
し
い
ネ
ッ
ト
に

交
換
し
て
い
き
ま
す
＝

※『
Ｐ
Ｅ
Ｔ
１
』の
リ
サ
イ
ク
ル
マ

ー
ク
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
な
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
以
外
の
プ
ラ
容
器
な
ど

は
可
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
対
策
係
か
ら

ご
み
出
し
一
口
メ
モ

・「
可
燃
ご
み
」の
出
し
方
に
つ
い

て
、
大
き
い
も
の（
４０

以
上
の

も
の
、
衣
類
な
ど
の
う
ち
可
燃
ご

み
に
出
す
も
の
を
含
む
）は
、
壊

す
な
り
、
は
さ
み
な
ど
で
切
る
な

り
、
小
さ
く
し
て
指
定
の
ご
み
袋

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
資
源
ご
み
」の
収
集
日
に
つ
い

て
、
旧
矢
本
町
で
は
収
集
日
当
日

が
祝
日
の
場
合
に
は「
振
替
の
収

集
日
」を
設
け
て
収
集
し
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
か
ら
は
市
内
全
域

で
振
替
の
収
集
日
を
設
け
ず
、
祝

日
で
も
指
定
の
日
に
収
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
間
違
い
の
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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東松島市では、“とっておきの音楽祭”（同実行委員会主
催）の開催が市民の方々の手により企画され、１０月の実施
を目指して取り組みが進んでいます。

障害のある人もない人も一緒のステージで音楽を楽し
み、心のバリアフリーを目指すこの音楽祭は、２００１年に仙
台で初めて行われました。以後、県内では栗原市、県外で
は盛岡市、秋田市、会津若松市で開催されています。

同実行委員会のメンバー全員がボランティアという、手
作りの音楽祭。皆さんも会場に足を運んでいただき｢出会
い、感動、笑顔｣があふれるステージを、出演者の皆さん
とともにお楽しみください。

また、実行委員会では当日ボランティアを募集中です。
“とっておきの音楽祭”を成功させ、感動の時を共有してみ
ませんか。

日　時：１０月９日（日） ストリート演奏 １１：００～１８：００
場　所：市コミュニティセンター、ロックタウン矢本
主　催：とっておきの音楽祭 in 東まつしま実行委員会
企画協力：とっておきの音楽祭実行委員会ＳＥＮＤＡＩ
後　援：東松島市、東松島市教育委員会、宮城県、宮城県

教育委員会、東松島市社会福祉協議会ほか２２団体
協　力：社会福祉法人矢本愛育会、社会福祉法人石巻祥心

会、宮城県立石巻養護学校ほか９団体

街中に音楽と笑顔があふれる１日 街中に音楽と笑顔があふれる１日 

とっておきの音楽祭 in 東まつしま とっておきの音楽祭 in 東まつしま in 東まつしま 
2005 2005 

音楽祭当日に、会場設営・ステージ運営・インフォ
メーションや、車いすの介助・視覚障害の方の誘導な
どのお手伝いしていただきます。

詳しくは、事務局までお問い合わせください。
募集期間：９月２０日（火）まで

とっておきの音楽祭 in 東まつしま実行委員会
事務局（本田和彦実行委員長宅内）
〒９８１‐０５０１ 東松島市赤井字舘前１７１‐５

／ＦＡＸ ０２２５‐８２‐８３４９
携帯電話　０８０‐１８５２‐２３３６（本田）

当日ボランティアスタッフ募集

昨年、仙台で開催された“とっておきの音楽祭”を訪
れ、参加者の方々が生き生き歌い、楽器を奏でる姿を見
てとても感銘を受けました。｢この思いを地元の人たち

とっておきの音楽祭 in 東まつしま実行委員長 本 田 和 彦さん(八幡)

それぞれの思いを感じてください ～みんなちがって みんないい～
にも感じてもらいたい｣。その一心で先進地を回り、関
係各所に足を運び、多くの方々にご尽力いただきながら
今回の開催に至りました。

実行委員会には４１人のボランティアが参加。地元の学
校関係者やＰＴＡ役員、障害者福祉施設の職員や地元の
音楽関係者などさまざまな分野の方々がこのイベントの
趣旨にご賛同いただき、協力くださっています。

この“とっておきの音楽祭 in 東まつしま２００５”は、障
害者と健常者がともに音楽を奏で、歌をうたい、心のバ
リアフリーを目指すイベントです。観客は道行く不特定
多数の人々。ぜひ、音楽祭にボランティアとして、そし
て聴衆として参加いただき、障害者の方々による楽器演
奏や地元の若者たちによるバンド演奏など、世代やハン
ディキャップを越えた人々の触れ合いを通して、それぞ
れの思いを再認識していただきたいと思います。

問

とっておきの音楽祭はバンド活動をする若者たちの、絶
好の発表の場ともなります。

写真は出演予定の高校生バンドグループ｢ＦＬＡＧ
フ ラ ッ グ

｣の皆
さん。左から西

さい

城
じょう

僚
りょう

さん（八幡）、安
あ

島
じま

玲
れい

士
じ

さん（高田）、本
ほん

田
だ

竜
りゅう

太
た

郎
ろう

さん（八幡）、高
たか

松
まつ

大
ひろ

晃
あき

さん（南五）。
若者に人気のバンド、BUMP

バ ン プ

OF
オブ

CHICKEN
チ キ ン

の楽曲を中
心に演奏。アマチュアバンドのライブなどで活躍中です。

公式サイト（携帯推奨）→ http://freepe.jp/i.cgi?486711
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～知っ得情報～

東
松
島
市
臨
時
事
務
補
助
員
募
集

■
募
集
資
格

４５
歳
以
下
で
ワ
ー

プ
ロ
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
の
で
き

る
方

■
勤
務
時
間

週
２５
時
間
以
内

■
賃
金

時
給
７７０
円

■
締
切

９
月
３０
日（
金
）

※
履
歴
書
持
参
の
上
、
総
務
課
へ

■
問

総
務
課
　
総
務
係
　

内
線
１
２
１
４
　

東
松
島
市
社
会
体
育
指
導
員
募
集

■
募
集
資
格

年
齢
が
３０
歳
以
下

の
健
康
な
方
で
、
専
門
知
識
を

有
し
厚
生
労
働
省
ま
た
は
文
部

科
学
省
・
日
本
体
育
協
会
・
日

本
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
公

認
す
る
社
会
体
育
に
関
す
る
資

格
な
ど
を
取
得
し
て
い
る
方
。

■
勤
務
内
容

市
内
私
立
保
育
所

・
幼
稚
園
に
お
け
る
幼
児
の
体

育
指
導
を
は
じ
め
と
す
る
、
社

会
体
育
の
指
導

■
勤
務
時
間

週
４０
時
間
以
内

■
採
用
人
数

１
名

■
賃
金

月
額
１
５
８
、０
０
０
円

■
締
切

９
月
１６
日（
金
）

※
履
歴
書（
最
近
撮
影
の
写
真
添

付
）を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問

教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
　
内
線
２
２
４
１

公
立
深
谷
病
院
看
護
師
募
集

■
募
集
資
格

看
護
師
の
有
資
格
者

■
採
用
年
齢

３５
歳
ま
で

■
募
集
人
員

若
干
名

■
勤
務
条
件

原
則
三
交
替
制

■
問

公
立
深
谷
病
院
診
療
支
援
部

０
２
２
５
‐
７３
‐
２
１
１
１
　

東
松
島
市
物
産
振
興
会
会
員
募
集

東
松
島
市
の
物
産
振
興
の
た
め

に
紹
介
宣
伝
や
販
路
拡
大（
東
松

島
旬
の
市
開
催
・
各
種
物
産
展
へ

の
出
品
、
出
店
）、
研
究
開
発
な

ど
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
主
要
物
産
の
生
産
お
よ

び
販
売
を
行
な
っ
て
い
る
法
人
、

個
人
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し

ま
す
。

■
問

東
松
島
市
物
産
振
興
会

事
務
局
　
商
工
観
光
課
　
商
工

振
興
係
　
内
線
２
１
２
３

東
松
島
吹
奏
楽
団
　
団
員
募
集

■
入
団
条
件

高
校
生
以
上
の
方

（
１８
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の

同
意
が
必
要
）

・
個
人
で
楽
器
を
持
っ
て
い
る
方

（
打
楽
器
を
除
く
）

・
当
楽
団
規
則
を
遵
守
で
き
る
方

■
練
習
日

第
１
・
３
日
曜
日

１３
時
〜
１７
時

■
練
習
場
所

大
曲
公
民
館
な
ど

■
問

事
務
局
　
新
田

０９０
‐
６
６
８
９
‐
５
７
５
５

募
　
集

第44回衆議院議員総選挙の投票日は

9月11日（日）です

「未来への 想いを伝える この一票」 「未来への 想いを伝える この一票」 

衆議院議員総選挙は小選挙区選出議員選挙、比例代表選出議員選挙、最高裁判所裁判官国民審査の
３つの投票が行なわれます。

小選挙区選出議員選挙は候補者名を書いて投票します。
比例代表選出議員選挙は政党名を書いて投票します。
最高裁判所裁判官国民審査は罷免したい裁判官に×印を記入して投票します。

■問 東松島市選挙管理委員会　 ８２‐１１１１ 内線１２０５

◎投票日に仕事、旅行などで投票できない方は期日前投票ができます。
○投票対象者 投票日に仕事や旅行、冠婚葬祭などの用事がある方
○投 票 期 間 ８月３１日（水）から９月１０日（土）まで
○投 票 時 間 午前８時３０分から午後８時まで
○投 票 場 所 東松島市役所 １０１会議室（１階）

東松島市鳴瀬保健相談センター（１階）

投票日に投票できない方は期日前投票 をしましょう

－投票日には忘れず投票しましょう－

投　票　方　法
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ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
事
業

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
！

県
内
在
住
の
外
国
人
の
方
々
を

招
い
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
、

「
み
や
ぎ
の
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

事
業
」が
、
今
年
も
１０
月
１
、
２

日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
奥
松
島
国
際
交

流
サ
ー
ク
ル
が
主
催
す
る
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
事
業
で
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー

テ
ィ
ー
や
、
嵯
峨
渓
遊
覧
な
ど
を

通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち

と
交
流
し
な
が
ら
東
松
島
市
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
事

業
で
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
も
、

今
年
で
９
年
目
と
な
り
、２
年
続
け

て
参
加
し
て
く
れ
た
留
学
生
も
い

る
ほ
ど
楽
し
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
毎
年
交
流
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
外
国
人
の
方
々
を
受

け
入
れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
市
民
の
方
を

募
集
し
ま
す
。

国
際
交
流
に
興
味
を
お
持
ち
の

方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問

奥
松
島
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル

亀
谷
　
　
８８
‐
３
６
１
４

恩
給
欠
格
者
・

引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
、

終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か

ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
に
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
書
類
は
福
祉
課
窓
口
に
お

い
て
あ
り
ま
す
。

■
問

独
立
法
人
平
和
記
念
事
業

特
別
基
金

０
１
２
０
‐
２３４
‐
９
３
３

介
護
保
険
で
の
居
住
費
と

食
費
軽
減
の
お
知
ら
せ

平
成
１７
年
１０
月
か
ら
、
住
宅
介

護
と
介
護
保
険
施
設
と
の
、
利
用

者
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
制

度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
介
護
保
険

施
設
で
の
居
住
費
と
食
費
を
、
利

用
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。所

得
の
低
い
方
に
は
施
設
利
用

が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
、
居
住

費
と
食
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
負
担
の
軽
減
を
受
け
る
た
め

に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
食
費
自
己

負
担
が
減
額
と
な
る「
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」は
９
月
３０
日
で

廃
止
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
受
付
日

９
月
２０
日（
火
）〜

※
所
得
の
低
い
方
と
は
、
市
民
税

世
帯
非
課
税
ま
た
は
課
税
層
に
お

け
る
特
例
減
額
措
置
を
受
け
て
い

る
方
な
ど
を
い
い
ま
す
。

■
問

長
寿
支
援
課
　
介
護
保
険
係

内
線
１
１
６
９
・
１
１
９
６

平
成
１７
年
度
生
き
が
い

健
康
づ
く
り
奥
松
島
大
会
実
施

「
活
力
あ
る
明
る
い
長
寿
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
中
・
高
齢

者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

社
会
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
促

す
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る

中
・
高
齢
指
導
者
の
事
業
構
築
能

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
健

康
づ
く
り
奥
松
島
大
会
を
実
施
し

ま
す
。

大
勢
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
大
会
実
施
日

９
月
９
日（
木
）

９
時
３０
分
〜
１５
時
　

※
受
付
　
８
時
４０
分
〜
９
時
２０
分

■
会
場

奥
松
島
公
園

■
内
容

・
講
演
会

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

屋
外
ペ
タ
ン
ク
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

※
雨
天
時（
体
育
館
内
）

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
ペ
タ
ン
ク
、

ユ
ニ
カ
ー
ル
、シ
ャ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

■
参
加
対
象

市
民
を
含
む「
宮

城
生
き
生
き
学
園
石
巻
校
」の

在
校
生
お
よ
び
卒
業
生

■
問

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

０２２
‐
２２５
‐
８
４
７
７

お
知
ら
せ

東松島市農業委員が決定しました！
農業者の利益代表機関である農業委員会委員の任期満了に伴う選挙が、去る７月１０日執行され、２０名の委

員が決定されました。また、この決定とは別に議会推薦委員２名、農協推薦委員１名、土地改良区推薦委員１
名、共済組合推薦委員１名がそれぞれ選任されました。

農業の担い手減少や高齢化、農地の遊休化や耕作放棄も進むなど、地域農業は今、大きな岐路に立たされて
います。その中で地域の世話役・代表として、行動する農業委員に期待が高まります。

なお、任期は平成１７年７月２０日より平成２０年７月１９日までの３年間となります。
委員および委員構成は次のとおりです。

（敬称略　平成１７年 ７ 月２０日現在） 

 1 会　　　長 川田　利雄 寺 64  
 2 会長職務代理者 小野　明年 西福田下 71 西福田上下区、新田、高松、肘曲 
  3   佐藤　　祥 五味倉 51 谷地、五味倉 
 4  横山　　徹 川下 58 川下 
 5  千葉　禎祐 東名新場 64 亀岡全区、洲崎、東名全区 
 6  及川　仁一 鹿妻一 63 鹿妻一、鹿妻二 
 7  大原　房男 横関 59 中東、裏、八幡、横関 
 8  佐藤　勝彦 上町一 60 上町全区、上河戸全区、河戸、四反走、       下町全区、下浦、作田浦、関の内全区 
 9  阿部　正伍 中 57 表、中 
 10  大崎　　康 裏二 47 裏一、裏二 
 11  辺見　儀政 塩入 51 塩入 
 12  尾形正一郎 新町 58 新町、中下 

NO. 役　  職 氏　 名 行政区 年齢 担  当  地  域 
 13  佐々木壽男 上小松 78 上小松、沢田、前柳 
 14  奥田　壽幸 小分木 56 小分木、大島 
 15  山崎　惠章 御下 50 照井、御下、六槍、寺 
 16  高橋　富夫 貝殻塚二 56 貝殻塚、貝田、上納、大曲浜全区 
 17  相澤　幸悦 根古 57 小野、根古 
 18  成澤　孝一 浅井 56 浅井、大塚 
 19  黒田　　良 下小松 58 前里、手招、下小松 
 20  小野　公男 大浜 49 宮戸全区 
 21  安倍　民夫 浜市 54 浜市、牛網全区 
 22  千葉利喜夫 上小松 67 道地、立沼 
 23  五野井嘉男 筒場 69 筒場、横沼全区、浜須賀 
  24  山村　　清 上下堤 58 上下堤 
 25  渥美　彌平 柳上 58 柳全区、南赤井全区 

NO. 役　  職 氏　 名 行政区 年齢 担  当  地  域 
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～知っ得情報～

「
無
料
人
権
相
談
所
」開
設

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
暴
力
、
い
じ

め
、
家
庭
問
題
な
ど
の
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
、
解
決
の
お

手
伝
い
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時

９
月
９
日（
金
）な
ど

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問

市
民
課
　
内
線
１
１
２
１

登
記
・
供
託
・
人
権

無
料
相
談
所
開
設

■
日
時

１０
月
５
日（
水
）

■
場
所

東
松
島
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

各
種
登
録
手
続
き
、

供
託
手
続
き
、
人
権
な
ど

■
問

東
松
島
市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
　
８３
‐
２
８
５
１

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■
日
時

１０
月
６
日（
木
）

１０
時
〜
１５
時

■
場
所

石
巻
市
観
光
物
産
情
報

セ
ン
タ
ー「
ロ
マ
ン
海
遊
２１
」

２
階（
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
前
）

■
相
談
内
容

法
人
設
立
、
組
織

（
株
式
、有
限
、各
種
組
合
）変
更

や
登
録
、
許
可
、
免
許
関
係
の

各
種
申
請
な
ど
の
相
談
手
続
き

■
問

宮
城
県
行
政
書
士
会
石
巻

支
部
　
　
０
２
２
５
‐
２２
‐
１

６
３
２

高
齢
者
・
障
害
児（
者
）の
た
め
の

「
特
別
電
話
相
談
」

■
日
時

９
月
１３
日（
火
）〜
１５
日（
木
）

１０
時
〜
１５
時（
昼
の
１
時
間
は
除
く
）

■
会
場

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議

会
　
５
階
会
議
室

■
相
談
種
別（
６
種
類
）

・
法
律
　
弁
護
士

・
税
金
　
税
理
士

・
介
護
　
保
健
師

・
障
害
児（
者
）の
相
談
、
社
会
福

祉
施
設
の
経
営
相
談
、
そ
の
ほ

か
当
セ
ン
タ
ー
相
談
員

■
問

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

総
合
相
談
課
　
　
０２２
‐
２２３
‐
１

１
６
５

無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

■
日
時

１０
月
１
日（
土
）

１０
時
〜
１６
時

■
会
場

石
巻
市
観
光
物
産
情
報

セ
ン
タ
ー「
ロ
マ
ン
海
遊
２１
」

■
相
談
内
容

土
地
・
建
物
の
所

有
権
や
利
用
関
係
、
金
銭
の
貸

借（
多
重
債
務
含
む
）・
保
証
、

売
買
代
金
、
交
通
事
故
、
公

害
・
日
照
権
、
夫
婦
・
親
子
・

親
族
、
相
続
・
遺
産
分
割
・
遺

言
・
養
育
料
・
扶
養
な
ど

■
問

石
巻
調
停
協
会

０
２
２
５
‐
２２
‐
０
３
６
１

相
　
談

を実施します 9・1総合防災訓練 
平成17年度 

～ 9月4日（日）、午前9時に市内全域でスタート ～ 

 

各行政区、自主防災組織で実施される訓練
「避難・誘導訓練」「災害弱者（高齢者、障害者、幼児など）の安否確認」「情報伝達訓練」

そのほか、地域の実情に合った訓練
「初期消火訓練」「広報訓練」「炊き出し訓練」「津波対策訓練」など

■問 防災交通課　消防防災係　内線１１６１・１１６２

東松島市と宮城県の共催で、９月１日の防災の日に併せて、平成１７年度総合防災訓練を実施します。防災関
係機関や各種団体、各地区の行政区、自主防災組織などが参加し、東松島市全体での訓練となります。

この訓練は、近い将来発生が予想される大震災に備えて『自助・共助・公助』の大切さを確認すること、なか
でも、『自助（自分の身は自分で守る）・共助（隣近所の結束力を強め、自分の地域は自分で守る）』を最重要課題
としています。皆さんも自分がお住まいの地域の訓練に積極的に参加しましょう。

防
災
交
通
課
か
ら
お
知
ら
せ

防
犯
協
会
が
設
立

〜
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め

活
動
を
展
開
し
ま
す
〜

犯
罪
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
東
松
島

市
防
犯
協
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。７

月
１９
日（
火
）に
開
催
さ
れ
た

総
会
で
は
、
防
犯
関
係
団
体
の
代

表
者（
防
犯
協
会
理
事
）や
関
係
機

関
の
来
賓
な
ど
が
集
ま
り
、
会
則

の
制
定
や
事
業
計
画
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
ま
た
役
員
の
選
出

も
行
わ
れ
、
会
長
に
は
東
名
新
場

区
長
の
齋
藤
寿
朗
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

協
会
で
は
、
今
後
、
地
域
の
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推

進
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
防
犯
に
関
す
る
情
報
な
ど
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

●
役
員
構
成（
敬
称
略
）

会
　
長
　
齋
藤
寿
朗（
区
長
会
）

副
会
長
　
渋
谷
　
公（
消
防
後
援
会
）

〃
　
　
阿
部
勝
夫（

〃
　
）

監
　
事
　
大
崎
孝
二（
区
長
会
）

〃
　
　
小
野
栄
雄（

〃
　
）

〃
　
　
鈴
木
　
敏

■
問

協
会
事
務
局（
東
松
島
市
防

災
交
通
課
）

８２
‐
１
１
１
１
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東松島市生涯“楽
がく

集
しゅう

”
リーダースバンク登録者大募集!!

あなたの知識と技能技術・経験を生かしてみませんか？
得意とするものを生かして、必要としている人たちにお手伝いをし

ていただければと思います。「○○を教えてもらいたいけど誰かいま
せんか？｣などの求めに応じていきたいと考えています。

｢よし、やってみよう。」｢できるかもしれない。」と思った方は、ぜひ
登録をお願いします！
■活動が期待される機会や対象

子ども会、ＰＴＡ、グループ・サークル活動、学校・地域行事、公
民館・分館活動、会社や事業所など。

■登録または活動分野
スポーツ、趣味、技能技術、一般教養、芸術・文化など
自分が得意とするものであれば何でも構いません。

■登録の申込
・｢登録カード｣に記入して申し込みます。
・カードは生涯学習課にあります。
・団体、サークルでの登録も可能です。
・登録者の推薦もできますが、その場合は本人の承諾が必要になり

ます。
※すでに登録いただいている方は継続されます。
■締切 ９月３０日（金）（その後随時）
■問 生涯学習課（鳴瀬庁舎２階） ８２‐１１１１（内線２２３６・２２３７）

｢栗駒山登山｣参加者募集
紅葉のきれいなこの季節、栗駒山山頂からの素晴らしい眺望で心も

体もリフレッシュしてみませんか。
■日時 １０月２日（日） ６：３０出発
■場所 栗駒山（中央コース～山頂～須川コース）
■対象定員 市内小学５年生以上で体力に自信のある方　先着４０人
■参加費 こども ２,０００円　大人２,５００円（中学生以上）保険、

写真代含む
■申込 ９月６日（火）より、スポーツ振興課・市民体育館
■事前研修 ９月２１日（水） １９：００～　市コミュ二ティセンター
■問 スポーツ振興課　内線２２４４

モーニングテニススクール受講生募集
■日時 １０月２日（日） 午前７時～　毎週日曜日
■場所 東松島市営テニスコート
■対象 市内の高校生以上の男女
■定員 ３０人（定員になり次第、締切となります。）
■回数 ５回
■会費 １人 １,５００円
■申込 スポーツ振興課、市民体育館、バウンズ８８
■問 スポーツ振興課　内線２２４３

バランスボールスクール受講生募集
バランスボールを使ったスクールの受講生を募集します。
■日時 １０月２０日（木） １０時～
■場所 小野地区体育館
■対象定員 一般市民２０人（定員になり次第締切）
■回数 ５回コース（毎週木曜日）
■内容 バランスボール、ストレッチ、マッサージ、健康体操など
■受講料 １人 １,５００円
■申込 スポーツ振興課、市民体育館、バウンズ８８
■問 スポーツ振興課　内線２２４４

このコーナーでは、生涯学習や生涯スポーツなどに関するお
知らせをメインに市民の皆さんに提供していきたいと思います。

８月４日（木）、宮城県
タクシー協会石巻支部の
菊田良光支部長が来庁。
２台の車いすを寄贈して
いただきました。

今回いただいた車いす
は福祉事務所の玄関に設
置し、足の不自由な方や
ご高齢の方々のために活
用させていただきます。

８月４日（木）、やもと
四季菜館の会の菅原啓子
会長と役員の片倉澄子さ
んが市役所を訪れ、寄付
金１万円を阿部秀保市長
に手渡しました。

これは、７月１０日に実
施した｢やもと四季菜館
３周年記念感謝祭｣フリ
ーマーケットの売上金の
一部とのことです。

車いすを寄贈していただきました
ご寄付に感謝しますご寄付に感謝します

四季彩館よりご寄付を受けました
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～国民の保険証が10月1日から
新しい保険証に切り替わります～

● 記載内容を確認し、間違いがあったら届け出てください。
● 医療機関には必ず持参し、通常は大切に保管してください。
● 貸し借りやコピーでは使用できません。
● 新しい保険証は原則として９月２２日ころに郵送しますの

でご確認ください。
● 旧保険証については１０月１日以降に各自で廃棄願います。
● 学生特別保険証・遠隔地保険証の更新を受ける方は９月２６

日以降保険課においでください。
● 学生特別保険証：現在使用中の学生特別保険証・在学証明

書または現在使用中の遠隔地保険証および印鑑
● 国保税の未納がある世帯については納税相談後更新します

ので別途通知します。

乳幼児医療費、母子父子家庭医療費、心身
障害者医療費の受給者証更新手続きについて

下記のとおり受給者証の更新手続きを実施します。
対象者には、９月中旬に必要書類を送りますので、忘れず

に手続きしてください。
なお、現在お持ちの受給者証は、１０月１日から使用できま

せんので、ご注意ください。

■ 問 保険課　内線１１５１・１１５２

国民年金の任意加入制度をご存じですか？
厚生年金保険や共済組合に加入している方を除き、国民

年金の強制加入期間は６０歳までとなっています。
しかし、過去に国民年金の未加入期間や未納期間がある

ために、老齢基礎年金の受給資格期間が不足する方や、満
額の老齢基礎年金を受給できない方は、６０歳から６５歳にな
るまで国民年金に任意加入することができます。

さらに、昭和４０年４月１日以前生まれの方については、
６５歳になっても老齢基礎年金を受けるために必要な期間
を満たせない場合、６５歳から７０歳までの間で受給資格期間
を満たすまで、国民年金に任意加入することができます。
■問 市民課　国民年金係　内線１１２８

石巻社会保険事務所　 ２２‐５１１５

年金受給者の皆さまへ
現況届の提出はお済みですか？

年金を受けている方が年１回、誕生月に必ず提出しなけ
ればならないのが｢現況届｣です。この届出は、年金を引き
続き受け取る権利があるかどうかを確認するためのもので
す。

｢現況届｣の用紙は、毎年誕生月の初旬に送付されます。
あなたの住所・氏名などを記入し、必ず誕生月の末日まで
に社会保険業務センターへ到着するように提出してくださ
い。

｢現況届｣が提出されませんと、提出されるまでの間、年
金の支払いが一時止まりますので、ご注意ください。

誕生月の中旬になっても｢現況届｣の用紙が届かないとき
や、用紙をなくしたときは、社会保険事務所へご相談くだ
さい。

携帯電話のトラブル｢完全無料｣は本当？ 携帯電話のトラブル｢完全無料｣は本当？ 携帯電話のトラブル｢完全無料｣は本当？ 

ワンクリックしたらいきなり登録！
● 携帯からいろいろなサイトを見ているうちに

突然アダルトサイトや出会い系サイトにつな
がり、高額な料金の請求が表示された。

● ｢携帯電話会社からのお知らせ｣というメール
にあったＵＲＬ（http://…）にクリックしたら有
料サイトにつながり高額な料金を請求された。

｢完全無料｣のアダルトサイト
● コミック雑誌や週刊誌に｢完全無料｣と書いて

ある広告を見て、電話したところ高額な登録
料や利用料の請求がきた。

● ｢無料｣とあった着うたサイトにアクセスした
はずなのに、高額な料金を請求された。

携帯電話は単に持ち歩ける電話ではなく、パソコンの機能も合わせ持っています。どこでもほしい情報
を受信したり発信したりする便利な反面、出会い系やアダルトサイトなどへも簡単にアクセスできます。
最近出会い系やアダルトサイト関連のトラブルが増えています。中高生などの子どもたちにも悪意のある
大人からの誘いがいつでも簡単に入ります。携帯電話の危険性を十分認識した上で使ってもらいたいもの
です。何かトラブルにあった場合はすぐに相談しましょう。

もし、このような
料金の請求を受けた場合

● 消費生活相談窓口に問い合わせてください。

● こちらから相手へ連絡をとらないことです。

● 支払ってしまった場合や請求が悪質な場合は
警察へ相談してください。

● 一方的に送られてくる勧誘・広告メールに安
易に登録したり返信したりするのは止めま
しょう。

東松島市消費生活相談窓口　 ８２‐１１１１ 内線１１２９・２１０５問

手続き日時 

※各日、9:00～12:00、13:00～17:00まで 

９月26日（月） 
９月27日（火） 
９月28日（水） 
９月29日（木） 

 

赤井・小松地区 
大曲・大塩地区 
矢本地区 
矢本地区 

東松島市役所 
庁舎１階 
101会議室 

日　時 対象地区 手続場所 

９月26日（月） 
 

９月27日（火） 

野蒜・ 
宮戸地区 

小野地区 

野蒜公民館 
学習室 
小野公民館 
玄関ホール 

日　時 対象地区 手続場所 
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○応募締切○
平成１７年１２月１６日（金）必着

○応募資格○
特に制限はありません

○応募規定○
・独自に創作したもので未発表の作品に限ります。
・Ａ４の用紙を使用のうえ、応募してください。
・色使いは自由ですが白黒（１色）での活用も考慮ください。
・１用紙につき１点までとし、何点でも可。応募した作品

は返却しません。
・作品裏面に愛称、簡単な説明、住所、氏名（ふりがな）、

年齢、職業（学校名・学年）、電話番号、メールアドレ
スを明記してください。

・入賞作品のデザインおよび愛称は、一部修正を加えて使
用する場合があります。

・模倣や発表済みの作品であるなど、応募規定に違反する

問い合わせ　企画調整課企画統計係　内線1236

事項が確認された場合は入選後でも資格を取り消すも
のとします。

・作品郵送中の事故および不可抗力の事故に対する責任は
負いかねます。

・入賞した作品に関する一切の権利は、東松島市に帰属し
ます。

・応募者は、応募した時点で本応募規定に同意したものと
します。

○賞○
最優秀賞 １点　賞状　賞金３０万円
優秀賞 １０点　賞状　賞金１万円

問い合わせ・申し込みは…
〒981‐0503 宮城県東松島市矢本字上河戸36‐1
東松島市企画調整課企画統計係
82‐1111 内線1235

東松島市キャラクター募集 東松島市キャラクター募集 
　東松島市の新しいキャラクターおよび愛称を募集しま 
す。新市にふさわしい、愛着のあるシンプルで親しみや 
すいキャラクターおよび愛称を考えてください。 

ぼくらにかわる 
  かわいいキャラクターを 
　　　　　　　考えてね～ 

①住民記録とは関係なく、１０月１日現在、普段住んでいる場所で調査します。
②日本に住んでいるすべての人が対象であり、回答が義務づけられています。
③記入していただく項目は、男女の別、出生の年月、就業状態、通勤・通学地、住居の種類など１７項目です。
④国勢調査員をはじめとする調査関係者に

は、守秘義務があり、調査内容の秘密は保
護されます。

⑤国勢調査の結果は、少子高齢化社会への取
り組みや皆さんのまちづくりに生かされま
す。

⑥国勢調査と称して世帯の家族構成や会社の
従業員の氏名などを電話で照会する｢かた
り調査｣にご注意ください。不審な電話に
は即答せず、相手の名前や電話番号などを
聞き、市の国勢調査担当係までご連絡くだ
さい。

10月1日に国勢調査を実施します！！ 10月1日に国勢調査を実施します！！ 10月1日に国勢調査を実施します！！ 
　９月下旬から１０月上旬にかけて、国勢調査員が皆さんのお宅へ、調査票の配布と 
受け取りにうかがいます。 

平
成
17
年
10
月
1
日（
土
） 
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矢 本 子 育 て 支 援 セ ン タ ー  
 
 
 
 

矢 本 保 健 相 談 セ ン タ ー  
 
 
 
 
 
鳴 瀬 保 健 相 談 セ ン タ ー  

７ カ 月 健 康 相 談  
１０カ月 健 康 相 談  
赤 ち ゃ ん 相 談  
乳 幼 児 健 康 相 談  
Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  

三種混合予防接種 
 
 
二種混合予防接種 
 
 
乳 幼 児 健 康 相 談  
三種混合予防接種 

二種混合予防接種 

平成１７年２月生 
平成１６年１１月生 
妊産婦および生後３カ月程度までの赤ちゃん 
乳幼児および保護者の方 
平成１７年４月１３日～６月６日生 
平成１７年１月～３月生　２回目 
平成１７年１月～３月生　３回目 
矢本西学区・大塩学区　６年生 
矢本東学区　６年生 
赤井学区　６年生 
大曲学区　６年生 
妊産婦・乳幼児および保護者の方 
生後　３カ月～７歳６カ月 
小野・浜市学区　６年生 
野蒜・宮戸学区　６年生 

９ 月２６日（月） ９：００～  ９：２０ 
９ 月２６日（月） １３：００～１３：２０ 
９ 月１３日（火） 
９ 月２７日（火） １３：３０～１５：３０ 
９ 月 ６ 日（火） １３：００～１３：３０ 
９ 月 ７ 日（水） １３：００～１３：３０ 
９ 月２９日（木） １３：００～１３：３０ 
９ 月 １ 日（木） １３：００～１３：３０ 
９ 月 ９ 日（金） １３：００～１３：３０ 
９ 月１５日（木） １３：００～１３：３０ 
９ 月２２日（木） １３：００～１３：３０ 
９ 月 ７ 日（水） ９：３０～１１：３０ 
９ 月２８日（水） １３：００～１３：３０ 
９ 月 ５ 日（月） １３：００～１３：３０ 
９ 月 ８ 日（木） １３：００～１３：３０ 

会　　　場 行　　事 該　　当　　者 実施日時および受付時間 

●健康相談・予防接種のお知らせ

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。
※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。予診票がこない方と、転入された方はご連絡ください。
◆乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。

健康推進課保健予防係　内線３１０２・３１０８・３１０９問

〈献　血〉
■実施日 ９月３日（土）
■場所 石巻西高等学校
■受付時間 １０：００～１２：００　

１３：００～１５：００

■実施日 ９月１２日（月）
■場所 鳴瀬保健相談センター
■受付時間 １０：００～１２：３０

■場所 野蒜公民館
■受付時間 １４：００～１６：００

〈成分献血〉
■実施日 ９月２８日（水）
■場所 矢本保健相談センター
■受付時間 １０：００～１２：００

１３：００～１６：００
※ご協力いただける方は要電話連絡
■問 健康推進課　内線３１０２･３１０９

矢本保健相談センター
・乳幼児健康相談

乳幼児およびその保護者の方が対
象です。

（保健師・栄養士が対応します）
・こどもの心理相談会

お子さんの発達や子育てについて
悩んでいる方が対象です。

（カウンセラーが対応します）
※相談は事前に電話予約が必要です。

矢本子育て支援センター（ほっとふる）
・赤ちゃん相談

妊産婦・おおむね生後３カ月程度
の乳児および保護者の方が対象で
す。

（助産師が対応します）

鳴瀬保健相談センター
・妊産婦、乳幼児健康相談

妊産婦・乳幼児およびその保護者
の方が対象です。

（保健師・助産師・栄養士が対応
します）

献血は、人命を助けるボランティアであり、多くの生命を守るため、また、
今後の医療を支えるために大切なものです。血液は人工的には作れません。

移動献血車が来ますので、皆さんのご協力をお願いします。

献血・成分献血にご協力ください献血・成分献血にご協力ください

●子どもの健康相談のお知らせ
｢体が小さいのでは？｣｢言葉が遅いのでは？｣｢落ち着

きがなくて子育てが大変！｣など、お子さんのことや育
児のことで悩んでいませんか？

市では子どもの発育発達や育児について、各会場で健
康相談を行っています。

ちょっとしたことでもかまいません。ぜひお気軽にお
越しください。

健康推進課健康推進係　内線3108問い合わせ



１７ 広報東松島　９月号

平
成
１７
年
７
月
届
け
出
分

（
７
月
１
日
〜
７
月
３１
日
）

敬
称
略
・
希
望
者
の
み

掲
載
し
て
お
り
ま
す

ごご
結結
婚婚
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

ごご
誕誕
生生
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

市の人口

（平成17年7月末現在の住民基本台帳）

男　21,511人（＋10）
女　22,284人（＋ 6）
計　43,795人（＋16）
世帯数　14,398戸（＋15）

（ ）内は前月比
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場
　
五
野
井
　
美み

　

佳よ

南
　
三
　
白
　
石
　
哲て

つ

　

也や

仙
台
市
　
西
　
　
　
貴た

か

　

子こ

柳
　
西
　
石
　
森
　
　
勇い

さ
む

古
川
市
　
宮
　
本
　
久く

　

美み

石
巻
市
　
　
　
名
　
克か

つ

　

晴は
る

高
　
田
　
雫
　
石
　
礼れ

い

　

子こ

山
形
県
　
佐
　
藤
　
　
健た

け
し

大
　
溜
　
多
　
田
　
理り

　

恵え

上
浜
三
　
佐
　
沼
　
英ひ

で

　

明あ
き

石
巻
市
　
新
　
田
　
美み

　

緒お

根
　
古
　
吉
　
木
　
伸し

ん

　

也や

松
島
町
　
横
　
澤
　
美み

由ゆ

紀き

行
政
区
　
　
氏
　
　
　
名

上
河
戸
一

津
田
　
李り

々り

龍た
つ

　

哉や

小
野
下
　
鈴
木
　
啓け

い

友す
け

忠た
だ

　

義よ
し

下
町
二
　
古
瀬
　
衣い

織お
り

寿と
し

　

文ふ
み

上
河
戸
四

武
山
　
颯そ

う

太た

勝か
つ

　

紀の
り

新
　
田
　
内
海
　
夏か

い

羅ら

宏ひ
ろ

　

則の
り

新
　
町
　
及
川
　
耀あ

き

良ら

将ま
さ

　

志し

上
町
一
　
井
上
う
る
は
　
亜あ

　

創そ
う

上
河
戸
二

三
浦
　
亜あ

寧ね

広ひ
ろ
し

平
　
岡
　
石
垣
真ま

奈な

美み

洋よ
う

　

一い
ち

横
沼
二
　
及
川
　
新あ

ら

太た

孝こ
う

　

太た

下
小
松
　
　
地
ほ
の
か
　
伸し

ん

　

也や

筒
　
場
　
石
川
　
結ゆ

菜な

宏ひ
ろ

　

之ゆ
き

筒
　
場
　
熊
谷
　
陽は

る

道み
ち

丈た
け

　

晴は
る

上
河
戸
四

齋
藤
　
和か

ず

輝き

真し
ん

　

一い
ち

西
福
田
下

木
村
　
悠ゆ

う

人と

和か
ず

　

也や

貝
殻
塚
一

丸
山
　
芭は

菜な

史し

　

朗ろ
う

上
河
戸
三

橋
　
流り

ゅ
う

星せ
い

悟さ
と
る

往
　
還
　
後
藤
　
羅ら

菜な

長た
け

　

徳の
り

下
町
五
　
茄
子
川
碧み

づ

希き

正ま
さ

　

彦ひ
こ

鹿
妻
一
　
朝
倉
　
　
陽ひ

な
た

達た
つ

　

也や

六
　
槍
　
松
浦
　
奈な

々な

健け
ん

　

太た

浜
　
市
　
小
林
　
夕ゆ

う

晟せ
い

善よ
し

　

守も
り

北
区
官
舎

橋
　
知ち

花か

功い
さ
お

上
河
戸
四

橋
　
愛あ

い

遥か

司つ
か
さ

浜
須
賀
　
亀
山
　
優ゆ

う

成せ
い

邦く
に

　

彦ひ
こ

南
　
緑
　
後
藤
　
玲れ

於お

友と
も

　

春は
る

柳
　
北
　
山
根
　
優ゆ

う

海み

康や
す

　

宏ひ
ろ

上
河
戸
二

高
塚
凛り

ん

太た

朗ろ
う

裕ひ
ろ

　

之ゆ
き

南
浦
宿
舎

上
田
　
悠ゆ

月づ
き

朋と
も

　

範の
り

六
　
槍
　
川
　
田
　
政ま

さ

　

治じ

８５

貝
殻
塚
二

浅
　
野
　
武た

け

　

子こ

６２

南
　
四
　
伊
　
藤
　
　
榮さ

か
え

６７

関
の
内
一

菅
　
原
　

さ

たた

子こ

９８

横
沼
西
　
津
　
田
　
久ひ

さ

　

雄お

７３

新
　
町
　
門
　
間
　
り
く
よ
　
８５

川
　
下
　
土
　
井
　
　
學ま

な
ぶ

７０

下
町
三
　
小
笠
原
　

篁
　

た
か
む
ら

６８

亀
岡
西
　
岡
　
田
　
靜し

ず

　

男お

７０

貝
殻
塚
二

伏
　
見
　
きき

みみ

子こ

７６

東
名
新
場

京
　
野
　
た
　
よ
　
８８

東
名
新
場

櫻
　
井
　
義よ

し

　

た
か

６２

大
　
島
　
伊
　
藤
　
和か

ず

　

幸ゆ
き

４３

六
　
槍
　
角
　
張
　
勝か

つ

　

郎ろ
う

７６

亀
岡
東
　
櫻
　
井
　
　
眞ま

こ
と

７８

塩
　
入
　
辺
　
見
　
達た

つ

　

郎ろ
う

５４

東
名
元
場

橋
　
ま
さ
の
　
９２

下
町
三
　
植
　
田
　
幸ゆ

き

　

広ひ
ろ

４１

下
浜
二
　
石
　
川
　
義ぎ

　

了り
ょ
う

７９

行
政
区
　
　
氏
　
　
　
名
　
享
年

行
政
区
　
　
氏
　
名
　
　
保
護
者

（（（（（（（（（（（（（（

（

休日診療担当医院表

※公立深谷病院 ７３‐２１１１、石巻赤十字病院 ９５‐４１３１、石巻市立病院 ２３‐３２００は、２４時間体制で救急患者の診療にあたっています。診
療が必要な場合は、電話確認をしてから受診されますようお願いいたします。

午前９時～午後５時まで

月 日 
医院名 医院名 医院名 電話 電話 電話 

小児科 矢本地区 鳴瀬地区 

仙 石 病 院  

ししど内科クリニック 

仙 石 病 院  

真 壁 病 院  

きくべえクリニック 

安 倍 医 院  

８３－２１１１ 

８３－８８３０ 

 ８３－２１１１ 

８２－７１１１ 

８３－７３７３ 

８２－５３５１ 

９/４(日） 

９/１１(日） 

９/１８(日） 

９/１９(月） 

９/２３(金） 

９/２５(日） 

 ２２－１７１４  

９５－４１２１ 

９２－８８０５ 

２２－１１５２ 

２２－０２０８ 

２２－０８２０ 

 

鳴瀬中央医院 

 

 

 

佐 幸 内 科  

 

８７－３８５３ 

 

 

 

８８－３７３７ 

田中小児科医院 

中山こどもクリニック 

あいかわ小児クリニック 

阿部こどもクリニック 

北川小児科医院 

堺小児科医院 



広報東松島　９月号 １８

■五人講演会　パー
ト４　　　 19:00 
■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■秋の遠足(赤井小１
～４年生) 
■修学旅行(～30日、 
　赤井南小） 
■地層見学(野蒜小６
年生　宮戸小） 

■犬・猫引き取り日 
　(9:50～10:00 
　10:00～10:30　　　) 
■おはなし会 
　　　11:00  15:00 
■修学旅行(～22日、 
　矢本東小・野蒜小) 
■遠足(赤井南小)

■おはなし会 
　　　15:00 
■校内弁論大会(鳴瀬
二中) 
■英語ふれあい教室
(中央幼稚園)

■おはなし会 
　　  11:00  15:00 
■浜市小避難訓練(対
不審者） 
■ちびっこクラブ(中
央幼稚園・大曲幼
稚園) 
 
■年少児体育教室 
　(中央幼稚園)

日 ～SUN～ 月 ～MON～ 火 ～TUE～ 水 ～WED～ 木 ～THU～ 金 ～FRI～ 土 ～SAT～ 

…市民体育館 
…赤井地区体育館 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ …テニスコート 

体育施設一般開放日 お問い合わせはこちら 

日時を変更する場合 
があります。お問い 
合わせは、スポーツ 
振興課（鳴瀬庁舎内） 
まで　　82-1111

市
役
所
ほ
か 

コ
ミ
セ
ン 

体
育
施
設 

…市役所 82-1111 
…鳴瀬総合支所 87-3111 
…矢本保健相談センター 82-1123 
…鳴瀬保健相談センター 82-1111 
…老人福祉センター 83-2851 
…矢本子育て支援センター 84-2676 
…鳴瀬子育て支援センター 82-1111 
…東松島市図書館 82-1120 
…奥松島縄文村歴史資料館 88-3927 
…蔵しっくパーク 84-1770

役 

老 

図 

蔵 

鳴総 
矢保 
鳴保 

矢子 
鳴子 

縄文 

…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-6969 
…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-5965 
 
…市民体育館 82-9030 
…赤井地区体育館 82-6803 
…矢本運動公園 82-6804 
…鷹来の森運動公園 82-1101 
…奥松島運動公園 
　　　(バウンズ88含む) 88-4588 
…健康増進センター 84-3855

曲コ 

赤体 

東コ 

東コ 

市体 

矢運 

奥運 
鷹来 

健増 

■図書館休館日 
■夏休み展(～７日、 
　矢本西小） 
■祖父母参観日・バ
ザー(はなぶさ幼
稚園)  
■年長児体育教室 
　(中央幼稚園) 
■年少児ゆぷとプール体
験保育(中央幼稚園)

■市民課窓口延長(19:00) 
■教育相談(10:00～) 
■生活相談(野蒜公民
館　10:00） 
■あすなろプール交
流(大曲小　石養)  
■年長児体育教室(中
央幼稚園) 
■２歳児教室(鳴瀬
幼稚園)

■図書館休館日 
■プール納め(矢本西小) 
■和太鼓学習会(大曲
小　あすなろ) 
■スーパー見学(野蒜
小３年生) 
■自由参観日(～16日、
鳴瀬一中) 
■芸術教室(鳴瀬一中) 
■芸術鑑賞会(鳴瀬二中)

■鳴瀬総合支所窓口
延長(19:00) 
■教育相談(10:00～) 
■機能訓練 　 9:00 
■夏休み展・自由参観
日(～15日、野蒜小） 
■古代米稲刈り(宮戸小) 
■芸術鑑賞教室(矢本
二中) 
■遠足(鳴瀬幼稚園)

■図書館休館日 ■市民課窓口延長 
　(19:00) 
■教育相談(小野公
民館　10:00～) 
■生活相談(野蒜公民
館　10:00) 
■交通安全教室(大曲
小) 
 
 

■図書館休館日 
■交通安全歩行訓練 
　(27、30日、鳴瀬
幼稚園） 
 

■図書館休館日 
■家庭教育学級移動
研修(大曲小　登米
方面) 
■演劇教室(宮戸小)

■鳴瀬総合支所窓口
延長(19:00) 
■教育相談(10:00～) 
■機能訓練 
　　　9:00 
■遠足(野蒜小１～３
年生) 
■一輪車オリンピッ
ク(宮戸小) 
 

図 

図 

図 

9月1日～10月3日 

問 

■総合防災訓練(矢本
一中など) 
■体育祭(鳴瀬一中) 
■親子大運動会(鳴
瀬二中) 
 
■夏休み作品展 
　(～12日、小野小)

 

■運動会(はなぶさ幼
稚園)

 

 

■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■私立幼稚園平成18
年度入園願書配布 
　(矢本幼稚園、は
なぶさ幼稚園、鳴
瀬幼稚園、のびる
幼稚園) 
■花山合宿(～３日、
小野小５年） 

■養護学校居住地交
流(大曲小) 
■花山合宿(～４日、 
　野蒜小５年生） 
■プール納め(中央
幼稚園) 
■ゆぷとプール体験
保育(大曲幼稚園)  
■自由参観日(～２日、
浜市小)

■おはなし会 
　　15:00 
■体育祭(矢本二中) 
■役員会(鳴瀬幼稚
園)

■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■なかよし勉強会(大
曲小　あすなろ） 
■修学旅行(～９日、 
　赤井小６年生） 
■花山合宿(～９日、 
　大塩小５年生） 
■プール納め(宮戸小) 
■石巻管内駅伝競走大会 

■生活相談　 10:00 
■避難訓練(矢本東小
不審者想定） 
■プール納め 
　(大曲小・浜市小) 
■祖父母参観日(大曲
幼稚園)  
■年長児ゆぷと体験
保育(中央幼稚園)

■おはなし会 
　　　15:00 
■祖父母参観日(鳴
瀬幼稚園) 
■バザー(のびる幼
稚園) 
  
■｢はじめて世界一周
した日本人｣パネル
展(～29日)

■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■ふれあいまつり(赤
井南小) 
■修学旅行(～16日、
小野小・浜市小６年
生） 
 

■孫の勉強を見る会
(矢本西小) 
■祖父母参観日(大曲
小　宮戸小) 
■第一回小中交流会
(矢本二中) 
■校内弁論大会(鳴瀬
一中) 
■お月見会・避難訓
練(中央幼稚園)

■おはなし会 
　　　15:00 
■２歳児教室(鳴瀬幼
稚園) 
■運動会(矢本幼稚園) 
■祖父母参観日(のび
る幼稚園) 
 

■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■生活相談 
　　　10:00 
■校内弁論大会・自
由参観日(矢本二中) 

■お誕生会(のびる
幼稚園)

■おはなし会 
　　　15:00 
■修学旅行(～29日、
大曲小） 
■童謡コンサート(中
央幼稚園) 
■お月見会(大曲幼稚
園) 
■不老園との仲良し運
動会(鳴瀬幼稚園)

 ■おはなし会 
　　　15:00 
■石巻地区中学校新
人総合体育大会 
　(～25日） 

■校内マラソン大会
(小野小) 
■誕生会(中央幼稚園
・大曲幼稚園) 
■９月生まれ誕生会
(はなぶさ幼稚園) 
 
 
■秋の遠足(矢本幼稚
園)

■国勢調査実施 
■運動会(中央幼稚園
・大曲幼稚園)

老 

老 
老 

老 

老 

老 

老 

図 

図 

図 

図 

図 

図 

老 

鳴総 
矢保 

老 

～都市計画課からお知らせ～ 

矢本西小学校脇の県道矢本河南線の 
　矢本アンダーパスが9月中旬開通となります。 

都市計画課　内線1271

A

A

A

A

C

C

C

C

C

ACB

CB

B

B
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東松島市の市章デザインには、全国各地から６９０点の応
募があり、その中から東松島市市章等選考委員会で選考し
た結果、最優秀作品１点、優秀作品４点が市長に報告され、
審議した結果、次の作品が最優秀賞となり、東松島市の市
章に決定いたしました。
受賞者：杜多利夫さん・杜多利香さんの共作（兵庫県神戸市）
デザインの趣旨：

東松島市の｢東｣の文字をシンボルライズし、市の自然と
輝く人々の姿をデザイン。奥松島の美しい景観が市を包み
込み文化や情報を市から発信していく様子を表しています。
そして、心が集う大きな輪でつながるイメージを描いてい
ます。
選考理由：

美しい景観が市を包み込み、文化や情報を市から発信し
ていく様子が表現され、市民の心が集う大きな輪でつなが
るイメージが描かれている。また、東松島市の｢東｣の文字
を表現し、市の自然と輝く人々の姿をデザインした作品で
あり、最優秀賞作品と認められる。

東松島市 市章 

市章に関する一切の権利は、東松島市に帰属します。市
章は東松島市を象徴するものとして市の公式行事や表彰、
また各種印刷物、イベントなどにおいて幅広く使用します。

また、これ以外でも市長の承認を得た方に限り、市章を
使用することができます。

市章が効果的かつふさわしく使用されるために、取り扱
いには一定のルールがあります。
①使用する場合は市長に対し申込書を提出していただきま

す。内容を審査し、その利用の承認または不承認を決定
します。

②市章の品位を損なうもの、営利目的や自己を標示するた
めの使用はできません。また、市の事業と混同されるお
それがあるなど著しく不適当と認められる場合も許可し
ません。

③市章は原則として、イメージを損なわないように、正し
いデザイン、指定のカラーで使用してください。

※その他、詳しくは担当までお問い合わせください。

選考理由：｢さくら｣は、人々の願いを込めて植栽される
花であり、花見の季節にはその下に人が集う。新市民の
コミュニケーションの場として、桜の名所を増やしてい
くことを願う。宮戸の山桜、滝山・大塩小学校が有名。

選考理由：月観の松、余景の松原など｢松｣は市を代表す
る木で、そして市の海岸線の景観も松林が形成している。
また、松の樹齢は長く、常緑樹であり、古来めでたい木
とされている。

・特色近似色 DIC‐156 ※この色より明るくしない
・4色分解参考値 Magenta100％＋Yellow94％
・カラーコード #FE0009

この度、東松島市の市章および市花、市木が決定しました。今後、市の
長い歴史の中でシンボル的役割を果たすこれらを、ご紹介します。

市章は690点の中から選考 市章の取り扱いについて

東松島市の市章・市花・市木が決定 東松島市の市章・市花・市木が決定 東松島市の市章・市花・市木が決定 東松島市の市章・市花・市木が決定 

問い合わせ　総務課総務係　内線1212

赤
・特色近似色 DIC‐182 ※この色より明るくしない
・4色分解参考値 Cyan99％＋Magenta43％
・カラーコード #0E5CA7

青
・特色近似色 DIC‐172 ※この色より明るくしない
・4色分解参考値 Cyan75％＋Yellow90％
・カラーコード #41A83B
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古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています 

環境にやさしい植物性大豆油 
インキで印刷しています。 

編
集
室
か
ら

7
月
３０
日
、
東
松
島
夏
ま
つ
り

の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

中
、
汗
を
流
し
な
が
ら
一
生
懸
命

行
進
す
る
小
学
生
の
音
楽
パ
レ
ー

ド
隊
の
写
真
を
写
し
て
い
た
担
当
。

十
数
年
前
、
こ
れ
に
参
加
し
て
い

た
自
分
を
思
い
出
し
、
つ
ら
い
な

が
ら
も
今
考
え
れ
ば
い
い
思
い
出

に
な
っ
て
い
る
と
、
改
め
て
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

行
進
後
に
も
ら
え
る
先
生
方
か

ら
の「
頑
張
っ
た
ね
」の
一
言
は
、

最
高
の
ご
褒
美
で
し
た
。

菅
野

資
料
写
真
の
海
水
浴
風
景
が
古

く
な
っ
た
た
め
に
、「
海
水
浴
風

景
の
写
真
が
必
要
だ
！
」と
、
以

前
か
ら
思
っ
て
い
た
担
当
。
思
い

立
っ
た
が
吉
日
と
、
カ
メ
ラ
を
持

っ
て
海
岸
に
向
か
い
ま
し
た
。

海
岸
に
着
く
と
、
海
水
浴
を
楽

し
む
親
子
や
若
者
た
ち
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

資
料
写
真
は
撮
れ
て
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
汗
だ
く
の
ス
ー
ツ
姿

で
カ
メ
ラ
を
か
ま
え
る
担
当
は
、

海
岸
で
は
と
て
も
浮
い
た
存
在
に

な
り
ま
し
た
。

尾
形

夕闇が迫り街の明かりが灯るころ、鳴瀬川の上流からひとつ、またひとつとオレンジ色の柔らかな
明かりを灯した灯籠が姿をあらわします。それは水面をすべるように漂いながら数を増し、母なる川
はやがて、さながら星空のような輝きを見せ始めます。

小野流灯会（鳴瀬流灯花火大会）は本来、月遅れ盆の１６日に無縁仏の供養と先祖霊への追善の行事と
して執り行われてきました。その歴史は古く、すでに大正１２年ごろには青年会の主催で実施されてい
たという記録が残っています。演芸大会や花火の打ち上げが行われるようになったのは戦後のこと。
人々は流灯会を自分たちの、そしてふるさとの祭事として愛し、大切に受け継いできました。

川面を静かに流れていく灯籠と、それに手を合わせる人々が作り出す情景は、ふるさとの｢過ぎ去
り往く夏｣の風物詩となっています。

まちの宝まちの宝 まちの宝まちの宝 まちの宝 

▼　流灯、花火がふるさとの晩夏を優しく彩ります


